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How yaks are called in Amdo Tibetan? 
―Case study in Tsekog, Qinghai
EBIHARA Shiho
Abstract：Generally, individual ethnic groups have folk vocabularies that are deeply 
related to their lives. For example, Inuit is known to have hundreds of words for 
categorizing snow, while Japanese is known to have different words for the same ﬁsh 
at different stages of its growth. These lexical categorizations reﬂect the ﬁeld in which 
each ethnic group takes a great interest. In the case of Tibet, Tibetan pastoralists have a 
systematic way of referring to livestock according to sex, age, role in herds, physical 
features （i.e., colors and patterns of fur, horns etc.）, and behavior. Though Tibetan has an 
extensive vocabulary for livestock, as far as I know, only a few detailed studies have 
yet been conducted on it. This paper applies linguistic analysis to data from Tsekog 
（rtse khog） to reveal the systematic terminology for cognizing yaks in Amdo Tibetan. 
Through this systematic terminology, we can begin to understand the cognition of 
Tibetan speakers, accumulated in a long time of the traditional pastoral life.
关键词：牦牛，安多藏语，泽库，牧畜业，民俗词汇













らず、これまでは一部の例外（Chos bstan rgyal 2014）を除くと、文法書（周毛草 
2003、海老原 2008他）やチベット伝統語彙集（Gangs ljongs shes rig nor buʼi gling 編 


































ムド・チベット語を指す）の 6 方言に（西 1986）、またはカム方言を 2 つにわけ
1  本稿は、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所「多言語・多文化共生に向けた循環
型の言語研究体制の構築」（LingDy 3）、東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所共同利










査中に R 家、K 家の皆様には大変お世話になった。ここに御礼を申し上げる。
図 1 　アムド・チベット語が話される地域（黒塗り）とツェコ県（白点）
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　本稿の記述は、2014年 8 月および2015年 8 月に、青海省黄南チベット族自治









　ヤク（学名は Poephagus grunniens または Bos grunniens）は、青蔵高原を中心に標
高2,000―5,000m の寒冷な土地に生息する長毛の牛である。野生種であり、よ
り体格の大きい野生ヤク（学名は Bos mutus Prze）が家畜化されたものである



























つ。生後20日～ 1 ヶ月の仔ヤクは特に wihtaŋ（WT: beʼu rting）という名称で呼
ばれる。仔ヤクは通常、 4 月から 5 月にかけて生まれるが、少し遅れて 6 、 7
月に生まれるものもいる。 6 、 7 月に生まれた、他より体の小さい 0 歳ヤクは
特に htaŋwi（WT: rting beʼu）と呼ばれる。
　 3 歳以上のヤクの総称は、歯の本数にちなんだ名称がつけられている。 3 歳
の名称 sʰohȵi（WT: so gnyis）は、「二本歯」（sʰo が「歯」、hȵi が「二」）という意
味である。 3 歳のヤクは前歯が二本生えることからこのように呼ばれる。同様
に、 4 歳の sʰobʑə（WT: so bzhi）、 5 歳の sʰoʈək（WT: so drug）はそれぞれ「四本
歯」、「六本歯」という意味である。 6 歳以上は前歯 8 本が全て生えそろってい
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るため、kʰagaŋ（WT: kha gang）「生えそろった歯」（kʰa が「口」、gaŋ が「満ちた」）
という名称で呼ばれる 3。hjak（WT: g.yag）、nɖə（WT: ʼbri）はともに 6 歳以上に
ついても用いることができる。hjak、nɖə のうち特に 7 歳以上のものを指す場






す。基本色には 7 種類がある。基本色は全て 1 音節を重複した 2 音節の形で表
される。dʑardʑa と karhkar は重複された際、 1 音節目と 2 音節目の間にそれぞ
れ r、h という子音が挿入される。
　dʑardʑa と rokrok はともに黒ではあるが、dʑardʑa のほうは口が白いという
3  ちなみに、ヤクの前歯は下顎にしか生えず、上顎には生えない。横の歯は上下に生え、横の歯
だけで全て生えそろうと16本になる。
表 1 　ヤクの年齢 , 雌雄に関わる表現
年齢 総称 雄 雌
0 歳 wi, wilə














（WT: pho yar nyis bkru）
mojar ȵipcə




（WT: pho yar so gnyis）
mojar sʰohȵi



























dʑardʑa（WT: rgya rgya） 全身が黒く（茶色っぽい黒色）、口だけ白い（角がある）
rokrok（WT: rog rog） 全身が黒い（角がある）
sʰersʰer（WT: ser ser） 黄色（実際には、灰色っぽい黄色。グレイッシュイエロー）
ŋ○ oŋ○ o（WT: sngo sngo） 灰色
karhkar（WT: dkar dkar） 白
tɕʰatɕʰa（WT: khra khra） 白と黒のまだら
ʂeʂe（WT: sre sre） 白、黒、灰色っぽい黄色、灰色の 4 色のまだら




　 7 色の基本色のイラストを図 2 に示す。ただし、モノクロのため、sʰersʰer
「黄色」、ʂeʂe「白、黒、灰色っぽい黄色、灰色の 4 色のまだら」に関しては実
際の色とは異なることを断っておく。





呼称で言い分けることができる。それぞれ §3.2にて述べた基本色の第 1 音節
に -laŋ「角あり」または -tʰo「角なし」という意味の接辞を付加する（図 3 右下
の囲みの中を参照）。例えば、角なしの karhkar であれば kar-tʰo（白－角なし）と
なる。
　§3.2でも述べたように、dʑardʑa と rokrok はともに、「角がある」という特徴
を含んだ表現であるので、dʑa-laŋ と rok-laŋ という表現は存在しない。「角が
ない」という表現は可能である。「角のない」dʑardʑa は dʑa-tʰo となる。ただ
し、「角のない」rokrok は rok-tʰo とは言わず nak-tʰo と表現する。
　角があり、さらに角の形が特徴的である場合にはそれぞれ個別の名称があ





dʑadʑa dʑa ＋ sʰer（黒＋黄）「黄色っぽい黒」
sʰersʰer sʰer ＋ nak（黄＋黒）「黒っぽい黄色」、sʰer ＋ kar（黄＋白）「白っぽい黄色」
ŋ○ oŋ○ o ŋ○ o ＋ kar（灰＋白）「白がかった灰色」、ŋ○ o ＋ nak（灰＋黒）「黒っぽい灰色」
karhkar kar ＋ tɕʰa（白＋まだら）「白っぽい白と黒のまだら」
ʂeʂe ʂe ＋ tɕʰa（ 4 色のまだら＋まだら）「白っぽい 4 色のまだら」










tʰolə（WT: tho lu） 短い角
ra mdzək（WT: rwa mdzug） 垂直方向にまっすぐ伸びた角
ra gor（WT: rwa gor） 内向きに曲がった角
ra hjon（WT: rwa g.yon） 片側に曲がった角
ra tʰaŋkaŋ（WT: rwa thang gang） 左右で長さの違う角
ra nar（WT: rwa nar） 水平方向にまっすぐ伸びた角
ra tɕʰak（WT: rwa chag）、ra ji（WT: rwa yas） 片方の角が折れている







རྭ་ཐང་གང་། རྭ་གཡོན། རྭ་གོར། རྭ་མཛུག ཐོ་ལུ།
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ka- 角の有無 ȵək nak
（WT: ka ～ mig nag）



























　ka-laŋ という表現の ka- は、「白い顔（顔だけ白い）」という意味を表す。基本
色の 1 音節の位置に現れ、-laŋ「角あり」または -tʰo「角なし」といった、角
の有無の特徴を伴って発話される。ka- 単独では発話不可能である。ka- 角の
有無のうち、パンダのように目の周囲だけが黒いヤクは、ka- 角の有無 ȵək nak
















　tɕʰi-wo（WT: che bo）、または、-daŋ、-daŋ-ŋa（WT: sdang, sdang nga）「大きいも
の」、nɖaŋŋa-wo（WT: ʼbring nga bo）「中ぐらいのもの」、tɕʰoŋ-wo（WT: chung bo）
または tse-pa（WT: tses pa）「小さいもの」といった単語、接辞を付加して呼ぶ
ことがある。
　例えば nak-tʰo（黒い－角なし）「黒くて角なしのヤク」という特徴をもった雌



























ものの総称は hkamba、年齢に応じて tʰuhkam または nɖəhkam と呼ばれる。乳
を出す雌ヤクの中には、cʰənma「 0 歳ヤクの母」、jarma「 1 歳ヤクの母」、
nɖaji「仔ヤクを亡くした母ヤク」がいる。仔ヤクを亡くした母ヤクの場合、他
の雌ヤクから生まれた仔ヤクに乳を与えることによって催乳され、搾乳が可能













kʰalma（WT: khal ma） 荷駄運び用のヤク（荷物をつけている状態）
n
⃝
ama（WT: sna ma） 荷駄運び用のヤク（荷物をつけていない状態）
n
⃝
alo（WT: sna lo） 乗用のヤク
woxxa（WT: bag ha） 種つけ用のヤク
abdu（WT: a bduʼu） 高齢のため引退した種つけ用のヤク
wima（WT: beʼu ma） 妊娠中のヤク
htɕanmo（WT: spyan mo） 不妊のヤク
kʰamtʰo（WT: kha mtho） 高齢のため妊娠しないヤク
kʰabda（WT: kha bdaʼ） 母ヤクのいない 0 歳ヤク
mtsʰema（WT: mtshe ma） 双子のヤク
ʑonma（WT: bzhon ma） 乳搾り用のヤク
çaçel（WT: sha shed） 授乳中の母仔を除くヤクの総称
hkamba（WT: skam pa） 乳を出さなくなった雌ヤクの総称
tʰuhkam（WT: thul skam） 乳を出さなくなった 4 、 5 歳の雌ヤク
nɖəhkam（WT: ʼdri skam） 乳を出さなくなった 6 歳以上の雌ヤク
cʰənma（WT: khyun ma） 0 歳ヤクの母
jarma（WT: yar ma） 1 歳ヤクの母
nɖaji（WT: ʼdra yas） 仔ヤクを亡くした母ヤク
nɖatɕʰa（WT: ʼdra cha） 自分の母ヤクと、仔ヤクを亡くした母ヤク
の 2 頭から乳を飲む 0 歳ヤク
tsʰetʰar（WT: tshe thar） 放生されたヤク
ɕowo（WT: gshol bo） 山神に捧げられたヤク



















rəçor（WT: ri shor） 放牧中に逃げ出すヤク
doŋji（WT: rdung yas） 人を角でつつくヤク
kemtɕen（WT: gem can） 言うことを聞かない頑固なヤク
kʰerndək（WT: kher ʼdug） 他のヤクと群れずに一頭だけで行動するヤ
ク
ɕenmo（WT: zhan mo） おとなしいヤク
kʰahtotɕen（WT: kha lto can） 食いしん坊なヤク
ojol, ojo-ko（WT: ʼo yod, ʼo yod ko） 乳がよく出るヤク
omel, ome-ko（WT: ʼo med, ʼo med ko） 乳があまり出ないヤク
nəhkən（WT: nu rkun） 自分の母以外から乳を盗み飲むヤク
dzərguma（WT: rdzi rgod ma） 人間の搾乳を足で蹴って邪魔する雌ヤク
雄の場合 hjo-htɕa-wo（WT: g.yo skya bo）、




















　　（2）rokrok tʰok ＋ kar








　　　  白と黒のまだら 角が短い
　　　  
　　　  「白と黒のまだらの角が短いヤク」













　　　  1 歳ヤク 白と黒のまだら－角あり
　　　  
　　　  「白と黒のまだらで角ありの 1 歳ヤク」
　　（6）wi nak-tʰo
　　　  0 歳ヤク 黒い－角なし
　　　  
　　　  「黒くて角なしの 0 歳ヤク」
　　（7）tʰuma rokrok tɕʰi-wo
　　　  4 、 5 歳の雌ヤク 黒い（角あり） 大きい－各詞化接辞
　　　  
　　　  「黒くて角ありの大きい 4 、 5 歳の雌ヤク」
　　（8）rokrok ka-laŋ












　　（10）jarə tɕʰa-tʰo doŋ ＋ ɣar











　　（11）jarə rok-tʰo tʰok ＋ kar sʰək ＋ kar







　　（12）tʰuma rokrok tʰok ＋ kar ＝ kə wilə
　　　　 4 、 5 歳の雌ヤク 黒い（角あり） 額＋白い＝属格 0 歳ヤク
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